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自己成長への評価、また学部への満足度などについて探ることとした。調査は 2013 年 3 月





今回の分析に利用するデータは 2009 年に設立された CUBE の卒業生である。CUBE で
は 2013 の 3 月から 2017 年 3 月までに５回の春の卒業生を出した。3 月時点での卒業確定
者に学部教育への評価や就職活動についてのアンケート調査を実施しており、この５年分
の卒業生のデータを使用する。調査期間は卒業判定発表の日から卒業式までの間である。
CUBE の場合、190 人強が入学し、4 年間の中退率は 5%程度、留年率は 10%程度となって
いる。まず図表 1 には実際の卒業生の人数と進路についてまとめた。9 月の秋卒業の者も毎
年 5，6 人はいるがこの表１には含まれていない。 
 










2013 年 170 169 1 4 4 178 
2014 年 145 144 1 6 7 158 
2015 年 167 161 0 4 2 167 
2016 年 170 169 1 4 4 178 
2017 年 172 171 1 2 5 179 
＊その他にはアルバイトや公務員試験を目指す者などが含まれる 
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図表 2 には、各年度の卒業生調査の回答者数及び、男女別比率をまとめた。各年度の調査
に回答した学生は計 813 人（男子 340、女子 473）となっている。回答率が最低だったのが
2015 年の 92%、最高は 2017 年の 97%である。つまり、この卒業生調査には、各年、9 割
以上の卒業生が回答している。甲南大学でみた場合、経済学部は女子が約 3 割、経営学部は









2013 73 96 169 43.2% 56.8% 
2014 71 78 149 47.7% 52.3% 
2015 57 96 153 37.3% 62.7% 
2016 78 90 168 46.4% 53.6% 
2017 61 113 174 35.1% 64.9% 




 それでは、最初に CUBE で学んでよかったか、総体としての学生の評価についてまとめ
てみよう。実はこの質問は 2015 年 3 月卒業生からしか聞いていないため回答は 2015・16・
17 年卒の 3 年分しかない。結果は図表 3 にまとめた。そうすると比率でみると、「満足」
「どちらかというと満足」が 2015 年で 87.2%、2017 年で 89.5%と、約 9 割の者が満足し
ていることが分かる。調査に回答した 2015･16･17 年の 3 年間の卒業生、計 495 人のうち、
不満だったのはわずか 11 人である。それでは以降、細かく学生の状況を見ていこう。 
 
 














2015 人数 90 47 13 2 5 157 
2016 108 35 17 3 3 166 
2017 108 46 14 1 3 172 
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57.3 29.9 8.3 1.3 3.2 100 
2016 65.1 21.1 10.2 1.8 1.8 100 
2017 62.8 26.7 8.1 0.6 1.7 100 
（注）比率は四捨五入しているため必ずしも計は 100 にならない 
 
 (2)どのような志望動機や入試だったのか 
 それではまず、CUBE が第一志望であったかどうかを見てみよう。結果は図表 4 にまと
めた。選択肢は３つで、１.第一志望、２.他国公立大志望、３.他私立大志望である。これを
見ると、第一志望者比率が最初の 3 年は 5 割を超えていたものの、17 年卒では 5 割をきっ
ていることや他私立大が第一希望だった者が増えてきていることが分かる。 
 
図表４ CUBE が第一志望かどうか 
卒業年 第一志望 他国公立志望 他私立大志望 回答者数 
2013 55.1% 18.0% 26.9% 167  
2014 61.5% 6.8% 31.8% 148  
2015 54.2% 20.0% 25.8% 155  
2016 46.1% 16.2% 37.7% 167  
2017 46.0% 12.5% 41.5% 176  
 
 図表 5 はどの入試で入学したかについての回答である。一般入試が半分であり、指定校




図表 5 どの入試で CUBE に入学したか 
  一 般 入
試 





2013 54.4% 10.1% 11.2% 22.5% 1.8% 不明 169 
2014 44.2% 14.3% 14.3% 18.4% 3.4% 13 147 
2015 43.9% 14.8% 11.6% 29.7% 0.0% 13 155 
2016 58.7% 8.4% 9.0% 21.5% 3.0% 12 167 
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図表 6 志望大学を決めるうえで重視した事柄 
a.両親の意向を考慮した 
 人数 割合（％） 人数 
A． 1 2 3 4 1 2 3 4 1+2 計 
2013 35 64 39 30 20.8% 38.1% 23.2% 17.9% 58.9% 168 
2014 29 57 37 26 19.5% 38.3% 24.8% 17.4% 57.7% 149 
2015 33 62 39 25 20.8% 39.0% 24.5% 15.7% 59.8% 159 
2016 29 72 37 29 17.4% 43.1% 22.2% 17.4% 60.5% 167 
2017 31 72 42 25 18.2% 42.4% 24.7% 14.7% 60.6% 170 
b.学校や塾・予備校の先生の勧めに従った 
 人数 割合（％） 人数 
b.  1 2 3 4 1 2 3 4 1+2 計 
2013 7 46 38 78 4.1% 27.2% 22.5% 46.2% 31.4% 169 
2014 14 29 44 59 9.6% 19.9% 30.1% 40.4% 29.5% 146 
2015 12 48 39 60 7.5% 30.2% 24.5% 37.7% 37.7% 159 
2016 16 50 40 60 9.6% 30.1% 24.1% 36.1% 39.8% 166 
2017 25 56 32 56 14.8% 33.1% 18.9% 33.1% 47.9% 169 
c.自分の成績・学力を考慮した 
 人数 割合（％） 人数 
c. 1 2 3 4 1 2 3 4 1+2 計 
2013 56 83 17 13 33.1% 49.1% 10.1% 7.7% 82.2% 169 
2014 52 57 24 14 35.4% 38.8% 16.3% 9.5% 74.1% 147 
2015 40 89 17 12 25.3% 56.3% 10.8% 7.6% 81.6% 158 
2016 48 83 20 16 28.7% 49.7% 12.0% 9.6% 78.4% 167 
2017 59 79 18 13 34.9% 46.7% 10.7% 7.7% 81.7% 169 
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 人数 割合（％） 人数 
d.  1 2 3 4 1 2 3 4 1+2 計 
2013 24 43 46 55 14.3% 25.6% 27.4% 32.7% 39.9% 168 
2014 25 42 48 32 17.0% 28.6% 32.7% 21.8% 45.6% 147 
2015 17 61 42 39 10.7% 38.4% 26.4% 24.5% 49.1% 159 
2016 30 36 52 49 18.0% 21.6% 31.1% 29.3% 39.5% 167 
2017 29 51 56 32 17.3% 30.4% 33.3% 19.0% 47.6% 168 
e.将来自分がやりたいことが見つかると思った 
 人数 割合（％） 人数 
e.  1 2 3 4 1 2 3 4 1+2 計 
2013 62 71 19 17 36.7% 42.0% 11.2% 10.1% 78.7% 169 
2014 54 58 21 12 37.2% 40.0% 14.5% 8.3% 77.2% 145 
2015 59 64 22 14 37.1% 40.3% 13.8% 8.8% 77.4% 159 
2016 55 63 29 19 33.1% 38.0% 17.5% 11.4% 71.1% 166 
2017 51 82 26 10 30.2% 48.5% 15.4% 5.9% 78.7% 169 
f.とりあえず大学に進学してみようと思った 
 人数 割合（％） 人数 
f.  1 2 3 4 1 2 3 4 1+2 計 
2013 49 60 27 33 29.0% 35.5% 16.0% 19.5% 64.5% 169 
2014 47 51 29 22 31.5% 34.2% 19.5% 14.8% 65.8% 149 
2015 46 64 28 21 28.9% 40.3% 17.6% 13.2% 69.2% 159 
2016 61 58 24 24 36.5% 34.7% 14.4% 14.4% 71.3% 167 
2017 50 66 36 17 29.6% 39.1% 21.3% 10.1% 68.6% 169 
（注）比率は四捨五入しているので総計が必ずしも 100 にならない 
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る」が 8.47%、「やや当てはまる」が 36.69%である。 
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2013 3.4 3.33 3.38 3.18 3.23 2.95 3.04 3.35 
2014 3.2 3.23 3.17* 2.96* 3.12 2.92 2.82 3.04** 
2015 3.13** 3.13 3.19 2.99 3* 2.85 2.82 3.22 
2016 3.25 3.22 3.2 3.11 3.12 2.83 2.92 3.21 
2017 3.13* 3.18 3.23 3.06 3.11 2.96 2.97 3.24 
総計 3.22 3.22 3.24 3.06 3.12 2.90 2.92 3.22 
(注)＊は 2013 年の卒業生に比べて有意に平均値が低いもの 
 
 また、この自己評価がどのように分布しているのかを見たのが図表 10 である。例えば、
「a.自分の主張について根拠に基づいて関係な文章を書く能力」は「向上した」という者が
36.8%、「どちらかと言えば向上した」が 49.9%と、合わせて約 87%である。「b.自分の考え
や意見を人にわかりやすく伝える能力」では同順で 36.6%と 49.5%で合わせて約 86%、「c.
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向上した どちらかといえば向上した 変わらない 低下した
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  男子 女子 男子 女子 男子 女子 男子 女子 男子 女子 
  3.33 3.15 3.3 3.16 3.35 3.17 3.15 3 3.22 3.04 
回答者数 340 474 340 475 340 474 340 475 340 473 
 
数量的分析能力 外国語能力 異文化への理解 
男子 女子 男子 女子 男子 女子 
3.02 2.82 2.92 2.93 3.18 3.24 
339 474 340 475 340 475 
 
(5)GPA の推移 
 次に GPA をみて見よう。各卒業年と男女別に GPA の平均値をまとめてみた。これは成
績使用許可を得た学生の卒業時の最終 GPA を使用して集計している。この平均は 2013 年
卒が最も高い。2013 年の卒業生に比べて平均値に有意に差があるのは、2014 年・16 年卒





図表 12 卒業年別 GPA 平均比較 
卒業年 GPA 最低 最高 標準偏差 回答者数 男子 女子 
2013 2.51 1.58 3.37 0.44 153 2.42 2.57 
2014 2.36** 1.32 3.26 0.43 127 2.34 2.37 
2015 2.39 1.12 3.38 0.41 153 2.31 2.43 
2016 2.38** 1.23 3.29 0.43 153 2.26 2.49 
2017 2.4 1.42 3.52 0.42 155 2.23 2.49 
総計 2.41 1.12 3.52 0.43 741 2.31 2.47 
（注）2013 年卒より 2014・16 年卒が有意に GPA 平均が低い 
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といった入学時の入試別でみた場合は GPA に統計的な差は見出されなかった。 
 
図表 13 志望度別 GPA 平均比較 
第一志望 2.4 1.35 3.38 0.43 374 
国公立志望 2.55** 1.12 3.52 0.43 113 
他私立志望 2.35 1.23 3.28 0.41 245 

















る程度影響した」者が 23.3%となっており、2 つを合わせると約 35%、「ｂ.専門教育」は同
順で12.7％、31.9%で合わせて約45%、「ｃ.プロジェクト科目」が27.4％と33.3％で約61%、
「d.卒業研究」が 28.4％と 30.1%で約 59%、インターンシップが 16.3%と 20.3%で合わせ
て約 38%となっている。CUBE の場合、1 年生は必修で忙しいことや岡本キャンパスから
遠いこともあり、「f.部活・サークル活動」は「経験していない」が 35.2%である。「g.大学
教員との交流」は 19.3%と 32.0%で合わせて約 51%、「h.友人や恋人の助言」は 18.5%と
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経年変化を取り上げてみてみよう。図表 15 に卒業年毎の答えをまとめてみた。 
これをみると、インターンシップを経験していない者が 2013 年卒では 44.8%であった
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大いに評価 かなり評価 少し評価 全く評価しない
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 (８)自由記述から 
 それでは最後に卒業生が CUBE のどんなところ良かったと評価しているのかを、自由記
述からみて見よう。学部への満足度を聞き出したのが 2015 年 3 月の卒業生であったよう
に、学部の「良かったところ」を自由記述で回答してもらうようになったのも、同年からで
ある。つまり、2015･16･17 年卒の 3 年間の卒業生の回答である。 
 自由記述欄に良い点について回答を記入しているのは、各卒業生で 70 人強、3 学年合わ
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